天台本覚思想の日本の諸思想・諸文化への影響 by 辻本 臣哉






























は し が き 
 
本号は、学位規則（昭和 28年 4月 1日文部省令第 9号）第 8条による公表を目的として、 
 




目  次 
 
 
 氏 名     学位記番号    学位の種類        論 文 題 目    （頁） 
 
辻本 臣哉  博士甲第46号  博士（仏教学）  


















氏     名   辻本 臣哉 
学 位 の 種 類   博士（仏教学） 
学 位 記 番 号   甲第 46号 
学位授与の日付   2019年 3月 14日 
学位授与の要件   学位規則第 4条第 1項該当 
学位論文題目   天台本覚思想の日本の諸思想・諸文化への影響 
論文審査委員   主 査   武蔵野大学 教授 
石上 和敬 
副 査   東京大学大学院人文社会系研究科 教授 
蓑輪 顕量 
副 査   武蔵野大学 教授 



































本論文の本論の構成は、以下のようになる。まず、第 1 章から第 3 章で、先行














































































































































































































































 上記のように，本論文の後半 4 章は，いずれも先行研究が極めて少ないテーマ
について，文献等を丹念に読み込むことによって独自に本覚思想との関連性を見
出していったという意味で，独創性に富んだ研究と評価することができ，本覚思
想との関連性について新たな成果をいくつも提示できたと考えられる． 
 一方，本論文でやや改善の余地があるとすれば，本覚思想自体の思想的発展の
系譜を田村芳朗説に主に依拠しつつ研究を進めているが，この点は本覚思想から
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の他思想多文化への影響を見ていくという本研究の根幹にかかわる部分であるだ
けに，そのことの妥当性について更なる検証があってもよかったかと思われる点
である．実際，学位申請者は本覚思想について顕在論的相即論を最終的な発展形
態と見なす考え方に疑問を呈しているわけであるから（97 頁中段），本覚思想
の思想的変遷を今少し自分自身で検証してから他思想多文化への影響を検討して
もよかったのではないだろうか．次に，後半部分は，文献等の記述の類似性に主
に着目した研究であり，文献研究として優れた成果を挙げているものと考えられ
るが，一方で，本覚思想，それを含めた仏教思想が今日とは比較にならないぐら
い広範な影響力を持っていた時代性を考慮するならば，取り上げた各種文献を取
り巻く周辺環境の輪郭（たとえば，著者を取り巻く周辺環境や同時代の思想状況
等々）をさらに明瞭に浮かび上がらせ，それらの成果を思想内容と絡めながらの
分析がなされると，より一層，立体的な影響関係の構図が浮かび上がってきたの
ではないかとも思われる．（もちろん，この点について一定の検討はなされてい
ることは評価した上での指摘である）．今後，更なる考察を深めていかれること
を念願する． 
 いずれにしても，本論文は，博士後期課程の審査論文として，十分なレベルに
達しているものと判断される． 
